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一
九
四
六
年
（
昭
和
二
一
年
）
九
月
二
二
日　

徳
島
県
勝
浦
郡
字
小
松
島
町
（
現
在
の
小
松
島
市
小
松
島
町
）
に
生
れ
る

一
九
六
五
年　

三
月　

徳
島
県
立
城
南
高
等
学
校
卒
業

　
　
　
　
　
　

四
月　

一
橋
大
学
経
済
学
部
入
学

一
九
六
八
年　

三
月　
「
革
命
に
醸
す
青
春

―
奥
浩
平
論
」『
ヘ
ル
メ
ス
』

一
九
六
九
年　

三
月　

一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業

　
　
　
　
　
　

三
月　
「『
方
法
』
の
問
題
に
つ
い
て
」（
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業
論
文
）

　
　
　
　
　
　

四
月　

一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学

一
九
七
一
年
十
二
月　
「
死
界
と
闇

―
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
の
直
観
を
め
ぐ
っ
て

―
」『
一
橋
研
究
』
第
二
二
号
、
一
―
一
七
頁

一
九
七
二
年　

三
月　

一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

　
　
　
　
　
　

三
月　

Inhum
anity and T

enderness in D
. H

. Law
renceʼs W

orld

（
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
修
士
論
文
）

　
　
　
　
　
　

四
月　

一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
進
学

一
九
七
三
年　

七
月　
「『
白
い
孔
雀
』
論

―
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
と
自
然
の
生
態

―
」『
一
橋
研
究
』
第
二
五
号
、
三
二
―
四
八
頁

　
　
　
　
　

十
二
月　
「
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
ー
レ
ン
ス
と
『
恋
し
い
息
子
た
ち
』」『
一
橋
研
究
』
第
二
六
号
、
一
一
三
―
二
五
頁

一
九
七
四
年　

三
月　

一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
退
学

　
　
　
　
　
　

四
月　

相
模
女
子
大
学
短
期
大
学
部
英
文
科
専
任
講
師

特
集
　
文
章
の
道
　

―
　

井
上
義
夫
先
生
退
職
記
念
特
集

井
上
義
夫
（
著
作
）
年
譜
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一
九
七
五
年　

二
月　
「
死
蔭
の
愛

―
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
の
『
恋
す
る
女
』
を
め
ぐ
っ
て

―
」『
相
模
女
子
大
学
紀
要
』
第
三
八
号
、

四
五
―
五
一
頁

一
九
七
六
年　

二
月　
「
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
に
於
る
小
説
の
響
に
つ
い
て
」『
相
模
女
子
大
学
紀
要
』
第
三
九
号
、
四
三
―
五
三
頁

　
　
　
　
　
　

四
月　

相
模
女
子
大
学
短
期
大
学
部
英
文
科
助
教
授

一
九
七
七
年
十
二
月　

書
評
「H

arry T
. M

oore: T
he Priest of Love: A

 Life of D
. H

. Law
rence

」『
言
語
文
化
』（
一
橋
大
学
語
学

研
究
室
機
関
誌
）
第
一
四
巻
、
一
一
一
―
三
頁

一
九
七
八
年
十
一
月　
「
ロ
レ
ン
ス
・
ダ
レ
ル
と
現
代
の
迷
路

―
『
黒
い
本
』
の
周
辺

―
」『
一
橋
論
叢
』
第
八
〇
巻
第
五
号
、
六
四
四
―

五
九
頁

一
九
七
九
年　

三
月　
「Lord Jim

: A
 V

ictory of Illusion

」『
相
模
女
子
大
学
紀
要
』
第
四
二
号
、
二
二
三
―
三
一

一
九
八
〇
年　

四
月　

一
橋
大
学
法
学
部
助
教
授

一
九
八
一
年　

二
月　

詩
集
（
筆
名
井
上
詠
）『
大
和
島
根
遥
か
』
風
人
社

　
　
　
　
　

十
一
月　
「『
チ
ャ
タ
レ
ー
夫
人
の
恋
人
』
に
つ
い
て
」『
一
橋
大
学
人
文
科
学
年
報
』
第
二
一
巻
、
二
九
五
―
三
四
六
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
頃
詩
「
歸
心
」
執
筆

一
九
八
二
年　

二
月　

翻
訳
『
ロ
レ
ン
ス
・
ラ
ン
ガ
ー
著　

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
文
学
』（
共
訳
）、
晶
文
社

　
　
　
　
　

十
二
月　

書
評
「John W

orthen: D
. H

. Law
rence and the Idea of the N

ovel

」『
言
語
文
化
』
第
一
九
号
、
七
七
―
八
〇
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「『
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
四
重
奏
』
の
構
成
」『
一
橋
論
叢
』
第
八
八
巻
第
六
号
、
八
一
一
―
二
八
頁

一
九
八
三
年　

七
月　

小
説
（
筆
名
井
上
詠
）「
二
等
船
室
」
新
潮
新
人
賞
候
補
作
に
な
る
（『
新
潮
』
に
選
評
掲
載
さ
れ
る
）
一
七
〇
―
一
七
三
頁

　
　
　
　
　
　

八
月　
「
ロ
レ
ン
ス
・
ダ
レ
ル
の
『
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
』
に
つ
い
て
」『
一
橋
論
叢
』
第
九
〇
巻
第
二
号
、
一
九
〇
―
二
〇
八
頁

　
　
　
　
　
　

九
月　

詩
（
筆
名
井
上
詠
）「Franz Shubert

」「J. S. Bach
」『
玻
璃
』
第
二
号
、
玻
璃
舎

　
　
　
　
　
　

十
月　

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
客
員
研
究
員
〔
一
九
八
五
年
三
月
迄
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ロ
レ
ン
ス　

存
在
の
闇
』
小
沢
書
店
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一
九
八
四
年　

九
月　

詩
（
筆
名
井
上
詠
）「
晩
日
」『
玻
璃
』
第
三
号
、
玻
璃
舎

一
九
八
五
年
十
二
月　
「『
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
』
か
ら
『
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
』
へ
」『
一
橋
論
叢
』
第
九
四
巻
第
六
号
、
九
二
七
―
四
一
頁

一
九
八
六
年　

三
月　
「
某
日
、
保
田
氏
に
至
る
」『
保
田
與
重
郎
全
集
第
五
巻
』
月
報
、
講
談
社

　
　
　
　
　
　

十
月　

翻
訳
（
筆
名
高
木
し
ま
子
）『
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
著　

デ
ザ
ー
ト
よ
り
甘
く
』
ハ
ー
レ
ク
イ
ン
・
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
日
本
支
社

一
九
八
七
年　

一
月　

翻
訳
（
筆
名
高
木
し
ま
子
）『
シ
ャ
ロ
ン
・
ブ
ロ
ン
ド
著　

愛
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
ハ
ー
レ
ク
イ
ン
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

日
本
支
社

　
　
　
　
　
　

五
月　
「『
マ
ウ
ン
ト
オ
リ
ー
ヴ
』
と
『
ク
レ
ア
』」『
一
橋
大
学
人
文
科
学
年
報
』
第
二
六
巻
、
一
七
五
―
二
一
〇
頁

一
九
八
九
年　

三
月　
「
あ
る
邂
逅

―
フ
リ
ー
ダ
・
ロ
レ
ン
ス
の
謎

―
」『
一
橋
論
叢
』
第
一
〇
二
巻
第
三
号
、
二
七
五
―
九
四
頁

一
九
八
九
（
平
成
元
年
）
十
二
月　
「『
シ
グ
ム
ン
ド
・
サ
ガ
』
か
ら
『
侵
犯
者
』
へ
」『
言
語
文
化
』
第
二
六
巻
、
三
七
―
四
七
頁

一
九
九
〇
年　

三
月　
「
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
と
キ
ャ
サ
リ
ン
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド

―
一
九
二
〇
年
二
月
の
書
簡
を
め
ぐ
っ
て

―
」

『
一
橋
論
叢
』
第
一
〇
三
巻
第
三
号
、
三
五
〇
―
五
七
頁

　
　
　
　
　
　

四
月　

一
橋
大
学
法
学
部
教
授

一
九
九
一
年　

二
月　

解
説
、
年
譜
「
ロ
レ
ン
ス
」『
集
英
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〔
世
界
の
文
学
〕
4　

イ
ギ
リ
ス
Ⅲ
』、
集
英
社
、
一
二
〇
三
―
二
八
頁

　
　
　
　
　
　

三
月　
「「
ロ
レ
ン
ス
神
話
」
の
在
処

―
公
的
記
録
に
見
る
ロ
レ
ン
ス
の
母
の
家
系
」『
一
橋
論
叢
』
第
一
〇
五
巻
第
三
号
、

三
七
一
―
八
一
頁

一
九
九
二
年　

八
月　
「
伝
記
の
陥
穽

―
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
出
版
局
版
ロ
レ
ン
ス
伝
第
一
巻
を
め
ぐ
っ
て
」『
一
橋
論
叢
』
第
一
〇
七
巻
第

三
号
、
三
八
六
―
四
〇
一
頁

　
　
　
　
　
　

九
月　
「
イ
ギ
リ
ス
的
野
生

―
エ
ド
ワ
ー
ド
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
の
場
合
」『K

A
W

A
SIM

A

』
第
三
三
号
、
川
島
織
物
、
三

九
―
四
二
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
薄
明
の
ロ
レ
ン
ス
（
評
伝
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
Ⅰ
）』
小
沢
書
店
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十
二
月　
「
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス　

異
端
と
い
う
名
の
醇
朴

―
晩
年
の
絵
画
」『
ユ
リ
イ
カ
』
一
一
四
―
二
四
頁

一
九
九
三
年　

十
月　
『
新
し
き
天
と
地
（
評
伝
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
Ⅱ
）』
小
沢
書
店

　
　
　
　
　

十
一
月　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
「
改
革
と
い
う
名
の
も
と
に
」『
一
橋
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
』
第
三
九
号
、
一
四
―
一
九
頁

一
九
九
四
年　

一
月　
「
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
と
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
」『
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
著
作
集
第
一
巻
』
月
報
、
み
す
ず
書
房

　
　
　
　
　
　

五
月　
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
「
改
革
と
い
う
名
の
も
と
に
」
へ
の
抗
議
文
」『
一
橋
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
』
第
四
〇
号
、
三
一
頁

　
　
　
　
　
　

十
月　
『
地
霊
の
旅
（
評
伝
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
Ⅲ
）』
小
沢
書
店

　
　
　
　
　

十
二
月　

書
評
「
石
井
桃
子
『
幻
の
赤
い
実
』」『
東
京
人
』
一
三
八
頁

一
九
九
五
年　

二
月
二
〇
日　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
「
人
生
と
芸
術
、
等
分
に
重
ね
合
わ
せ
て　

過
激
な
『
近
代
批
判
』
に
迫
る
」『
読
売
新

聞
』
夕
刊

　
　
　
　
　
　

三
月　
『
評
伝
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
』（
全
三
巻
）
に
よ
り
第
八
回
和
辻
哲
郎
文
化
賞
（
一
般
部
門
）
受
賞
、「
受
賞
の
こ
と
ば
」、

選
考
委
員
評
は
『
和
辻
哲
郎
文
化
賞
二
〇
年
記
念
誌　

人
間
と
し
て
あ
る
こ
と
』
姫
路
文
学
館
、
二
〇
〇
九
年
九
月
、

八
二
―
八
五
頁
に
掲
載

　
　
　
　
　
　

五
月　

書
評
「
Ｒ
・
ヴ
ル
ピ
ッ
タ
『
不
敗
の
条
件
』」『
新
潮
』
二
九
六
―
七
頁

　
　
　
　
　
　

八
月　
「
死
者
の
扶
け

―
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
『
ハ
ワ
ー
ズ
・
エ
ン
ド
』
を
読
む
」『
三
田
文
学
』
四
二
号
、
二
二
四
―

四
〇
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
保
田
與
重
郎
の
現
在
」『
新
潮
』、
二
五
六
―
七
〇
頁

　
　
　
　
　
　

九
月　
『
一
橋
大
学
百
二
十
年
史

―Captain of Industry
を
こ
え
て
』（
共
著
）、
一
橋
大
学

　
　
　
　
　
　

十
月　
「「
戦
後
」
と
の
共
生

―
三
島
由
紀
夫
の
裏
側
」『
イ
ロ
ニ
ア
』
第
一
〇
号
、
新
学
社
、
三
四
―
四
五
頁

　
　
　
　
　

十
一
月　
「「
日
本
人
論
」
を
排
す
」『fai

』、
富
士
総
合
研
究
所
、
三
八
―
四
〇
頁

一
九
九
六
年　

書
評
「
杉
本
秀
太
郎
『
私
の
歳
時
記
』」
朝
日
新
聞
夕
刊
（『
わ
た
し
の
「
心
の
書
」』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
三
頁
）

　
　
　
　
　
　

書
評
「
ハ
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
全
体
主
義
の
起
源
』」
朝
日
新
聞
夕
刊
（『
わ
た
し
の
「
心
の
書
」』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
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年
、
一
九
四
頁
）

　
　
　
　
　
　

書
評
「
小
川
国
夫
『
生
の
さ
中
に
』」
朝
日
新
聞
夕
刊
（『
わ
た
し
の
「
心
の
書
」』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
、
一
九
五
頁
）

　
　
　
　
　
　

書
評
「
桶
谷
秀
昭
『
昭
和
精
神
史
』」
朝
日
新
聞
夕
刊
（『
わ
た
し
の
「
心
の
書
」』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
、
一
九
六
頁
）

一
九
九
六
年　

一
月　
「「
個
」
の
脱
落

―
文
学
と
宗
教
」『
新
潮
』
三
二
〇
―
二
八
頁

　
　
　
　
　
　

四
月　
「「
性
」
と
吸
血
鬼
」『
新
潮
』
一
七
〇
―
七
九
頁

　
　
　
　
　
　

五
月　

一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
教
授
〔
二
〇
一
〇
年
三
月
迄
〕

　
　
　
　
　
　

五
月　

一
橋
大
学
評
議
員
〔
一
九
九
九
年
三
月
迄
〕

　
　
　
　
　
　

六
月
八
日　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
「
私
の
『
中
毒
書
』
日
記　

古
今
東
西
の
名
著
を
学
際
的
に
読
む
」『
週
刊
現
代
』
一
〇
七
頁

　
　
　
　
　
　

八
月
「
風
の
こ
と
ぶ
れ

―
村
上
春
樹
の
宇
宙
（
1
）」『
新
潮
』
二
三
六
―
七
〇
頁

　
　
　
　
　

十
一
月
十
五
日　
「
二
十
世
紀
の
古
典　

Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス　

発
熱
す
る
『
時
代
』
の
身
体
」
朝
日
新
聞

　
　
　
　
　

十
一
月　
「
水
の
い
ざ
な
ひ
、
物
語
の
誘
ひ

―
村
上
春
樹
の
宇
宙
（
2
）」『
新
潮
』
三
二
六
―
五
七
頁

一
九
九
七
年　

五
月　
「「
時
」
の
曙

―
村
上
春
樹
の
宇
宙
（
3
）」『
新
潮
』
二
五
六
―
九
五
頁

　
　
　
　
　
　

十
月　
「
ア
メ
リ
カ
の
幻
燈

―
村
上
春
樹
の
宇
宙
（
4
）」『
新
潮
』
二
六
二
―
九
二
頁

一
九
九
八
年　

六
月　
「
記
憶
の
埋
火

―
村
上
春
樹
の
宇
宙
（
5
）」『
新
潮
』
二
三
〇
―
七
五
頁

　
　
　
　
　
　

六
月　
「
弔
辞
」、
小
説
（
筆
名
私
部
長
慶
）「
黄
色
い
電
車
」、
詩
（
筆
名
井
上
詠
）「
ア
ル
ス
の
景
色
」、「
後
記
」『
玻
璃
』
第

四
号
（
関
川
左
木
夫
追
悼
号
）、
玻
璃
舎

　
　
　
　
　

十
一
月
二
日　

書
評
「
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
『
悪
の
花
』（
杉
本
秀
太
郎
訳
）」、
山
陽
新
聞

一
九
九
九
年　

一
月　
「
文
芸
時
評
」『
新
潮
』
二
五
六
―
六
〇
頁

　
　
　
　
　
　

二
月　
「
文
芸
時
評
」『
新
潮
』
二
五
六
―
六
〇
頁

　
　
　
　
　
　

三
月　
「
文
芸
時
評
」『
新
潮
』
二
二
四
―
二
八
頁

　
　
　
　
　
　

四
月　
「
文
芸
時
評
」『
新
潮
』
二
五
六
―
六
〇
頁



言語社会　第 6号　　44

　
　
　
　
　
　

六
月　
「
記
憶
の
歩
み

―
「
川
端
康
成
」
の
誕
生
」『
新
潮
』
七
五
―
一
〇
八
頁

　
　
　
　
　
　

七
月　
『
村
上
春
樹
と
日
本
の
「
記
憶
」』
新
潮
社

二
〇
〇
〇
年　

一
月　

解
説
「
ぬ
ば
た
ま
開
く
」、『
保
田
與
重
郎
文
庫
第
四
巻
』
新
学
社
、
二
八
五
―
九
二
頁

　
　
　
　
　
　

三
月　

書
評
「D

avid Ellis, D
. H

. Law
rence: D

ying G
am

e 1922︲1930

」『
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
研
究
』（
日
本
ロ
レ

ン
ス
協
会
機
関
誌
）　

第
一
〇
号

　
　
　
　
　
　

五
月　

一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
長
、
一
橋
大
学
評
議
員
〔
二
〇
〇
二
年
五
月
十
日
迄
〕

　
　
　
　
　
　

七
月　

エ
ッ
セ
イ
「
小
心
地
滑
」、『
新
潮
』
二
八
八
―
九
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
共
著
、
編
集
）H

itotsubashi U
niversity 1875︲2000: A

 H
undred and T

w
enty-Five Y

ears of H
igher 

E
ducation in Japan, London: M

acm
illan

　
　
　
　
　
　

十
月　

解
説
「
賛
」、
杉
本
秀
太
郎
『
神
遊
び
』、
展
望
社
、
二
六
五
―
八
三
頁

二
〇
〇
一
年　

三
月　

Interview
, 

“The M
an W

ho Stunk of Butter: H
aruki M

urakam
i

”, BBC Radio

　
　
　
　
　
　

四
月
十
五
日　

書
評
「
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
『
エ
リ
オ
ッ
ト
評
論
選
集
』（
臼
井
善
隆
訳
）」
北
海
道
新
聞

　
　
　
　
　
　

六
月
十
三
日　

書
評
「
木
原
誠
『
イ
ェ
イ
ツ
と
夢
』」、
北
海
道
新
聞

　
　
　
　
　
　

八
月
十
二
日　

書
評
「
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
『
赤
い
百
合
』（
杉
本
秀
太
郎
訳
）」、
北
海
道
新
聞

　
　
　
　
　

十
一
月　

エ
ッ
セ
イ
「
虫
の
た
ま
し
ひ
」『
す
ば
る
』、
一
五
〇
―
五
一
頁

二
〇
〇
三
年　

博
士
（
学
術
、
一
橋
大
学
、）

　
　
　
　
　
　

四
月　

ウ
ィ
ー
ン
大
学
客
員
教
授
〔
二
〇
〇
四
年
三
月
迄
〕

　
　
　
　
　
　

四
月
か
ら
十
一
月
ま
で　

解
説
「
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
『
息
子
と
恋
人
た
ち
』、「
原
書
で
読
む
世
界
の
名
作
」、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
放
送
、、
全
三
十
五
回

二
〇
〇
五
年　

三
月　
「《
母
親
殺
し
》
神
話
と
し
て
の
『
息
子
と
恋
人
』」、『
テ
ク
ス
ト
の
地
平

―
森
晴
秀
古
希
記
念
論
文
集
』
南
雲
堂
、

三
三
九
―
五
一
頁
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エ
ッ
セ
イ
「
文
藝
の
奇
し
き
宝
」『GEN

SH
A

　

生
死
を
紡
ぐ
こ
と
ば
』
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
、
一
四
頁

　
　
　
　
　
　

八
月　

エ
ッ
セ
イ
「
道
に
迷
う
」、『
言
語
』、
大
修
館
、
四
―
五
頁

二
〇
〇
七
年
十
二
月　
「
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
の
詩
「
契
約
」
を
め
ぐ
っ
て
」、『
言
語
文
化
』
第
四
四
巻
、
六
八
―
七
二
頁

二
〇
〇
八
年　

三
月　
「
世
界
、
言
葉
、
詩
人

―
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
の
詩
」、『
言
語
社
会
』
第
二
巻
、
一
橋
大
学
言
語
社
会
研
究
科
、

一
七
六
―
九
一
頁

二
〇
〇
九
年　

三
月　

エ
ッ
セ
イ
「
文
藝
の
真
贋
」『
世
界
を
記
述
せ
よ　

そ
し
て
自
身
を
知
れ
』
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
、
一
四
頁

二
〇
一
〇
年　

一
月　

翻
訳
『
コ
ン
ラ
ッ
ド
短
編
集
』
ち
く
ま
文
庫
、
筑
摩
書
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
説
「
ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
」、『
コ
ン
ラ
ッ
ド
短
編
集
』、
ち
く
ま
文
庫
、
筑
摩
書
房

　
　
　
　
　
　

四
月　

一
橋
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
特
任
教
授

　
　
　
　
　

十
一
月　

翻
訳
『
ロ
レ
ン
ス
短
編
集
』
ち
く
ま
文
庫
、
筑
摩
書
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
説
「
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
」『
ロ
レ
ン
ス
短
編
集
』
ち
く
ま
文
庫
、
筑
摩
書
房




